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八王子市は全国有数の学園都市である。多くの大学生はアルバイトをしており、その数は増加傾向にある。

一方で、学生アルバイトを多く抱える職場は、大学生のリアリティーショックによる早期退職に悩まされて

いる。このような大学生のリアリティーショックを解決するため、私たちは合同説明会を実施し、早期退職

の減少に貢献する。 
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【はじめに】 

 近年、 学費の増加、仕送りの減少などの要因に

よって、大学生のアルバイトが増加している。アル

バイトをしている大学生の割合は 63.7％と半数以

上の大学生がアルバイトをしているといえる。ま

た、八王子は、大学・短期大学・高専が 21校が存

在し、約 10 万人の学生がいる全国有数の学園都市

である。このことから、八王子でも数多くの大学生

がアルバイトに従事していると予想される。 

 その一方で、近年の大学生は、「嫌になったら辞

めてもいいと思う」と考えている割合は 6 割を超え

ており、このようなアルバイト先が自分に合わない

と感じたらすぐにやめてしまう学生が数多く存在す

る。このことから、そのような学生を抱えている企

業は早期退職という問題に直面している。早期退職

は、採用にかかった金銭的コスト、教育費用、職場

全体の人手不足などの企業に対して大きな損害をも

たらしている。そのようなアルバイトスタッフを早

期退職へ導く最も影響の大きな要因として、リアリ

ティーショック（ここでは実際の業務と事前に持っ

ていた業務に対するイメージのギャップに衝撃を受

けることと定義づける）が挙げられる。したがっ

て、私たちは、早期退職を改善するために、大学生

が事前に得た情報と実際の業務とのギャップを感じ

てしまうというようなリアリティーショックを減少

させることが必要だと考える。本施策では、様々な

業種や企業で働く人と大学生が直接話せる場や、職

場の雰囲気や情報を提供できる場を作りだすことに

よって、大学生のリアリティーショックを事前に防

ぐことを目的とする。 

【現状分析】 

 パーソル総合研究所の調査によると、採用から 1

カ月以内でやめてしまう早期退職と呼ばれるアルバ

イトスタッフは、退職者のうちの 22.1％にも及ぶ

ことが分かる。また、私たちはこの早期退職の原因

であるリアリティーショックが実際に起きているか

を調査をするために、大学生に独自のアンケート調

査を行った。退職理由で最も多いのが思った以上に

学業に支障が出る 26％、シフト関係が 15％、次に

多いのが人間関係の 13％、業務関係 12％、やりが

いがないが 10％という結果で 76％の大学生がこの

ようなリアリティーショックに直面している。ま

た、アルバイトを始めるときに不安に思うことは何

かというアンケート調査(母数:179)では、最も多い

理由が職場の雰囲気で 57.5%、次にシフト関係で

54.7%、業務内容で 50.8%という結果であった。こ

のことから、これからアルバイトを始める人が抱え

ている問題の中で、リアリティーショックの問題が

上位を占めていることが分かる。 

 【施策・提案】 



 以上のことから、大学生はアルバイトをする際に

リアリティーショックという問題に直面しており、

業務内容や仕事量を事前に詳しく知ることができて

いないということがわかる。この課題を解決するた

め、私たちは大学生が企業の魅力を知ることのでき

る合同説明会を提案する。 

 合同説明会の内容は以下のような流れで行う。ま

ず初めに、合同説明会の全体の概要説明を行う。こ

こでは、参加企業の紹介、配布物（チェックリス

ト・応募書類）の内容について説明を行う。次に、

自分に合う業界を知ってもらうために、各企業の説

明会を行う。学生は興味のある企業のブースに分か

れ、企業から詳しい説明を受ける。企業側は、自社

の魅力・業務内容・雰囲気・労働条件などを詳しく

参加者に伝える。これにより、大学生はインターネ

ットや SNSツールなどでは知ることのできない実際

の雰囲気などを知ることができ、自分と企業の適性

を図ることができる。また、合同説明会で複数の企

業が参加することから、今まで視野に入れていなか

った企業も知ることができるため、新たな魅力やや

りがいを知り、自分の適性に合ったアルバイトを探

すことが出来る。またそのブースの最後に、質疑応

答の時間を設ける。最後に、聞くことのできなかっ

た内容や、実際に働いてみたいと思った企業へ個人

との適性などを相談するような、企業と学生の交流

の時間を設ける。 

【効果検証】 

 私たちは、効果検証の為、11月中旬に創価大学

で八王子の店舗を対象に合同説明会を開催する。対

象者はアルバイトを探している大学生 50人とし、

参加企業は 5社を予定している。 

・有効性 

 この施策の有効性について、企業側とアルバイト

をする大学生側の 2つの視点から考察していく。ま

ず初めに、企業側から考察する。先ほども述べた通

り、現在、企業側は、アルバイトが早期退職する問

題に直面している。この問題は企業側に費用の損失

を生じさせる。採用・面接や教育、売上損失コスト

から計算すると、新人 1人の育成費用は、1年で約

1,050,000円と考えられ、1 か月当たりの費用は

87,500円とわかる。この施策を行うことで、企業

は仕事内容や雰囲気に合った人材を選ぶことがで

き、ミスマッチを減らすことができる。結果とし

て、大学生の早期退職を減らし、無駄な費用損失を

防ぐことが出来る。また、仕事の魅力について学生

に知ってもらう機会にもなると考える。次に、大学

生側から考察する。この施策を通し、インターネッ

トやアプリなどの求人だけでは知ることのできない

情報を一度に得ることができ、自分に合ったアルバ

イトの発見や新たな業種を知ることにもつながる。

私たちは、本施策に対するフィールドワークを行う

中で、企業に「アルバイトの合同説明会があったら

参加したいか」との調査をしたところ、3社中 3社

の企業から「参加したい」との声を頂いた。さら

に、大学生 201 人を対象に独自で行ったアンケート

調査では、53.6％の大学生が「アルバイトを探す際

に合同説明会があれば参加したい」との声を頂い

た。 

・収益性 

 1回の合同説明会の開催に対し、5つの企業に参

加して頂く。また、1店舗当たり 10,000円の出展

費用を頂くことを考えている。開催場所は大学にす

るため、費用は 0円であると考え、初期段階では、

一回のセミナーで 50,000円の利益が出ると見積も

る。 

【まとめ】 

 私たちは、大学生が自分に合ったアルバイトが出

来ていないという問題を取り上げ、それを改善する

ために合同説明会を提案した。それにより、大学生

の 1人 1 人にあったアルバイト環境を提供する。こ

の施策が有効的に利用されることにより、アルバイ

ト環境が改善し、生き生きとした労働環境を生み出

していくことを目標とし、学生がいきいきと働く活

気のある八王子になっていくことを期待する。 


